
令和２年度 第１回医療分野の研究開発関連の調整費の配分について 総額:32.5億円

 令和２年度第１回の医療分野における研究開発関連の調整費については、「医療分野の研究開発関連の調整費に関する配分
方針」（平成26年6月10日健康・医療戦略推進本部決定）に基づき、総額で32.5億円を配分。

今般の新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を受け、治療薬・ワクチンや医療機器等の開発が喫緊の課題となっていること
を踏まえ、トップダウン型経費配分を行うことにより、新型コロナウイルス感染症に関する研究開発を更に加速・拡充する。

１．治療薬開発研究の加速・拡充 ２億円

調整費等で開始した既存治療薬における臨床研究実施機関の追加、
併用薬剤評価に対応することで既存治療薬の開発研究を加速・拡充。

 アビガン臨床研究の対象施設追加
令和元年度第３回調整費で開始した治療薬研究開発課題について

参加医療機関を30施設程度追加。

 オルベスコおよびアビガン観察研究の実施
観察研究に必要なオルベスコ購入経費の拡充および、迅速に結果

を得るため、CRO委託費用やデータマネジメント経費を拡充。

 併用薬剤の評価
既存治療薬を複数併用した際の抗ウイルス作用を、in vitro評価

など前臨床試験により検討。

３．新たな作用機序等による治療薬開発研究 10億円

既存の創薬基盤等を活用し早期に実用化が期待される新規治療薬
について、公募により広く候補薬を募り、臨床試験（第１相試験）
までの開発研究を推進。

 新型コロナウイルス感染症に対する新薬の開発
例えば、新規の感染阻害活性、増殖阻害

活性、感染細胞に対する細胞障害活性等、
既存治療薬とは異なる作用機序等に着目
した新薬の候補について広く提案を受け、
その中で、特に効果を期待できる薬剤の
開発を推進。

２．創薬標的探索機能の強化・拡充 16.5億円

喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症に対する治療薬開発
に向けた抗感染症薬の標的因子の探索機能を強化・拡充するため、
調整費を活用し、世界でも希なBSL3施設へクライオ電子顕微鏡を整
備。

 BSL3施設への300keVクライオ電子顕微鏡の整備
300keVのハイエンドクライオ電子

顕微鏡をBSL3施設に整備し、ウイル
スの構成タンパク質のより詳細な構
造解析を可能にすることにより、抗
感染症薬の標的因子の探索機能を
強化・拡充。

４．国内外の検体の確保・解析等 ４億円

国内外の血液サンプル等の検体を集積・解析すること等により、
予防法・診断法・治療薬の開発を加速。

 ワクチン等開発研究のための感染者由来等血液サンプルなど免疫
応答等に関する解析
回復者を含む感染者等からの血液サンプルの集積、免疫応答の詳

細等についての解析を行い、重症化バイオマーカーの特定や免疫能
の持続性などの詳細情報を収集。

 海外研究拠点で得られる検体・情報等を活用した研究の推進
海外研究拠点で得られる検体・

情報等を活用し、多様な分野と連携
する研究や、地域横断的な研究等を
推進。

令和２年４月17日
健康・医療戦略室
文部科学省
厚生労働省

解像度のイメージ※

※300keVと200keVの比較イメージを図示するために、それに類するとされる2013年（左）と現在（右）の解像度の違いを比
較したものであり、直接的に現在の200keVと300keVの性能の違いを表すものではない。
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